
現場からの提案で行われてきた
農林水産関連研究の概観

講義・討議 2

地域イノベーション創出総合支援事業の

研究課題6500からの分析

九州大学名誉教授 齋藤省吾

農林水産分野における技術シーズの俯瞰
地域ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創出総合支援事業の研究課題から

（独）科学技術振興機構（JST）
 支援による3種の支援事業採択課題：

①ｼ ｽﾞ発掘試験A（発掘型）H17 H21

★地域ブロック別分布

★対象分野別分布

資料は事前に配布済み

①ｼｰｽ 発掘試験A（発掘型）H17-H21,
　　                 6,015課題

②ｼｰｽﾞ発掘試験B（発展型）H20-H21,
                          202課題

③地域ﾆｰｽﾞ即応型試験         H20-H21,
                          334課題

★農林水産分野課題の
　抽出

★農林水産分野と異分野の
　連携が有効な課題の抽出

★公設試課題に見られる
　特徴

★シーズ発掘試験 A の地域ブロック別、年度別の分布

H17 H18 H19 H20 H21 計
49 100 96 109 147 501

75 116 130 126 164 611

30 89 103 109 157 488

75 138 219 210 302 944

57 93 107 127 240 624

119 194 255 264 377 1209

47 151 201 240 322 961

55 122 132 143 197 649

3 5 7 4 9 28

510 1008 1250 1332 1915 6015
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★シーズ発掘試験 B の地域ブロック別、年度別の分布
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★ 地域ニーズ即応型試験 の地域ブロック別、年度別の分布

H 20 H 21 計
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★ ｼｰｽﾞ発掘試験A, B及び地域ﾆｰｽﾞ即応型試験の地域ﾌﾞﾛｯｸ別、専門分野別の分布

北海道 東北 北陸 関東 東海 近畿 中四国 九州 沖縄 計

267 237 172 362 214 443 456 282 16 2449

85 105 103 197 99 223 112 75 4 1003

124 206 157 295 259 485 291 222 9 2048

40 64 59 128 68 123 106 67 2 657

33 44 37 73 36 54 67 49 1 394

549 656 528 1055 676 1328 1032 695 32 6551計
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★ ｼｰｽﾞ発掘試験A, B及び地域ﾆｰｽﾞ即応型試験から農林水産関連課題の抽出

採択全数 内農水関連 その割合 採択全数 内農水関連 その割合 採択全数 内農水関連 その割合 採択全数 内農水関連 その割合

27.5% 6551 878 13.4%24 11.9% 334 926015 748 12.4% 202

シーズ発掘試験A（発掘型） シーズ発掘試験B（発展型） 地域ニーズ即応型 3支援制度の総和

農水関連 農水関連 農水関連 農水関連

公設試担当課題中の農水関連課題

63.9%

公設試以外の担当課題中の農水関連課題

10.6%

                    　□､□

農～□、□ 213 43 23 19 21 319

水～□、□ 91 21 12 6 3 133

畜～□、□ 35 19 8 10 72

林～□、□ 45 5 50

農､水～□、□ 20 8 28

農､畜～□、□ 16 2 18

農､林～□、□ 11 11

水､畜～□、□ 7 7

水 林～□ □ 5 5

 ★　JST地域イノベーション創出事業中の農水関連課題における「他分野との連携」

～理、工 ～理、医 ～医、薬 ～理､工､薬 ～理､工､商 ～商 計

水､林 □、□ 5 5

農､水､畜～□､□ 8 9 12 29

計 444 99 51 19 37 22 672

～理､工

～理､医

～医､薬

～理､工､薬

～理､工､商 ～商

農関連

水関連

畜関連

林関連

農、水、畜
関連

農,水,畜,林-□□

農関連～
水関連～
畜関連～
林関連～
農､水､畜関連～

                    □､□ ～理、工 ～理、医 ～医、薬 ～理、工、薬 ～理、工、商 ～商
・ﾊﾟﾙｽ電界によるｷﾉｺ ･植物ｳｲﾙｽ診断ｷｯﾄ ･ｱﾙﾂﾊｲﾏｰ病抑制のた･ﾆﾝﾆｸ(鱗片と皮）から ･茶､柑橘活用特保飲料・ｺﾝﾆｬｸﾏﾝﾅﾝからﾒﾀﾎﾞ
　の増産 ･多様なｳｲﾙｽ耐性を  めの植物由来成分  機能性物質 ・ｻﾂﾏｲﾓ由来ｶﾌｪｵｲﾙ  対策食品

・食品残留農薬の分析  有する農作物の開発 ･ｲﾁｺﾞ苗早期病害診断 ･発酵豆乳の免疫機能  ｷﾅ酸高含有食品 ･ｱﾝﾁｴｲｼﾞﾝｸﾞ機能を
･植物栽培光源ﾊﾟﾈﾙ ･耐病性分子ｽｲｯﾁ利用 ｻｰﾋﾞｽ  改善評価  有するｷﾉｺ
・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ土壌養分分析  耐病性植物

・ｼｼﾞﾐ稚貝飼育ｼｽﾃﾑ ･鮭皮ﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞの代謝調 ･内臓脂肪燃焼能を有 ･天日干しの旨み再現 ･魚の未利用部から高
･珪藻殻形成ｼﾗﾌｨﾝか  節機能  する海藻脂質の開発  ｿｰﾗｰﾄﾞﾗｲの開発  齢者用「煮こごり」
  ら新ｹｲ酸質材料 ・ｵｿﾞﾝﾏｲｸﾛﾊﾞﾌﾞﾙによる
･近海漁獲物の鮮度保  魚類寄生虫症対策

 持用水質調整装置
･動物対応ﾋﾟﾝﾎﾟｲﾝﾄES ･蛍光による牛受精卵 ･高品質鶏肉生産用の ･抗ｽﾄﾚｽ剤による鶏肉
 R装置の開発  遺伝病診断  抗ｽﾄﾚｽ剤   保存品質向上
･牛ｲﾑﾉﾊﾞｲｵﾃｲｯｸ発酵 ･正確な食品ｱﾚﾙｷﾞｰ

 飼料の開発  診断法の開発

・圧縮木材接合具を ･ｽｷﾞ樹皮を活用した多 ・県産材と伝統工芸の

農～□､□

水～□､□

畜～□､□

･○○○:ｼｰｽﾞ発掘B、圧縮木材接合具を ｽｷ 樹皮を活用した多 県産材と伝統工芸の
 用いたﾗｰﾒﾝ架構  孔質吸音材 融合によるﾃﾞｻﾞｲﾝ家具

･広域流通用ﾊﾞｲｵﾏｽ･
 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ包装資材

･水産廃棄物によるｼﾞｬｶﾞ ･ｶｲｺ形質転換細胞によ

 ｲﾓそうか病防除物質  る水魚ﾜｸﾁﾝの生産

･家畜糞尿ｶﾞｽ抑制肥料･糖尿病ﾓﾃﾞﾙﾌﾞﾀ ･尿浸漬による果樹剪
 資材  定枝の飼料価値改善

･ﾊﾞｲｵﾏｽ･ﾘｸﾞﾆﾝの利用

・近赤外ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞによ ･飼料汚染ｶﾋﾞ毒の簡易･魚類酵素の性質解明

 る食品安全ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ  測定法  と動物医薬への応用
･深層水ﾐﾈﾗﾙ利用難燃
 ・不燃性木材の製造
･食品嚥下機能評価 ･抗酸化食品の生体内 ･超音波利用の食品の

･光技術を用いた食品  抗酸化力評価  高品質冷凍技術
 安全評価法

水､林～□､□

農､水､畜～□､□

農､水～□､□

農､畜～□､□

農､林～□､□

水､畜～□､□

林～□､□

○○○:ｼ ｽ 発掘B、
　　　　　地域ﾆｰｽﾞ即応型
･△△△：ｼｰｽﾞ発掘A

★ JST地域イノベーション創出事業中の農水関連課題における「他分野との連携」

連　携　分　野

　家畜等の診断及び診断システム

　工業材料及び機能材料の生産

　新種の開発

家畜、養殖魚類、等の疾病対策

他分野連携の効果（ねらい）

（外部刺激による）植物増産

　仔魚、稚魚飼育システム

　食品、土壌、等の分析

　工、理 との連携

　理、医 との連携

　食品・機能食品製造

　食品保存システム

　家畜用の飼料の生産

　工業材料（含梱包材料）の生産

　天然物由来成分の機能評価

　医薬成分の分離、抽出、評価

　動物医薬の開発

　特保対象飲料の加工、生産

家畜、養殖魚類、等の疾病対策

　医、薬 との連携

  流通、商 との連携

事例１：渇水に強い植物（新しい種子あるいは苗）の開発

　農業関係研究機関

　新しい種子あるいは新しい苗

　農業生産者あるいは農業生産者団体

・野菜に対する｢組織培養技術｣と｢ビーム照射による育種技術｣を組み合わせた

　新育種技術が展開されている

・植物中の水（根から吸い上げられた）の挙動が可視化できるようになり、

　新種の耐渇水機能が解析できる

どのように

農林水産分野の開発課題における異分野連携の有効性

誰が

何を

誰に

社会的ニーズが大

耐渇水性を
　・耐高温性
　・生育速度向上
　・付加価値向上
等に置き換えれば

イオンビームを
　・光ビーム
　・パルス電界
等に置き換えれば

・育種、育苗技術
・農産物中の外部刺激効果の解析
　
　　　　　の組み合わせによる

多様な農学研究及び開発が可能である

事例２：有機リン化合物（食品残留農薬）の迅速検出法の開発

　簡便な分析器開発ベンチャー

　農薬及び化学兵器として使用された有機リン化合物を簡単に検出する

　（遠距離からも）装置

　農業生産者、農産物ロジステイクス、食品製造業者、土壌処理業、建設業

・蛍光タンパクー有機リン分解酵素を用いた反応場を微細デバイス化

・デバイス化した反応場の光導波路への組み込み（蛍光検出素子）

・光ファイバーを介した蛍光センサと蛍光強度測定装置との結合

・特定波長光検出用の簡便･安価な測定装置の開発

どのように

何を

誰が

誰に

類似課題は食品大国オランダの最大テーマ

社会的ニーズが大

有機リン化合物を
　・有害毒物類
に置き換えれば

・個々の有毒物それぞれに対する
　蛍光発光反応場の設計
・光導波路中の反応場の構築
・有毒物それぞれの発光波長に
　対する検出系の開発
による、多様な毒物迅速検出システム
に関する開発が可能である

コーディネート推進コース

講義・討議２

20



事例３：環境海水系の改善による魚類、貝類の生育向上

① 高級魚アラの仔魚の生存確率向上

　水産系公設試

　アラ仔魚生育期間中の生存確率を従来より10倍向上させた生育システム

　仔魚、稚魚生産業

・仔魚生育槽内への新規酸素導入方式の構築

　（従来の酸素バブルによるアラ仔魚の死滅を防ぐ････流体工学に基づく

　　産業機械設計）

② アコヤ貝の生育を可能にする英虞湾の海水環境の復元（アイデア段階）

海洋土木業

誰が

何を

誰に

どのように

誰が 　海洋土木業

　アコヤ貝の生育を可能にする英虞湾の海水環境の復元

　真珠生産業

・水工土木研究者が、海底あるいは海水流路壁面に2種の水流抵抗が異なる

　ブロックを配置することにより層流発生を提案

・層流発生は月の引力（人工エネルギー不要）

・博多湾ならば1週間で海水の入換え可能をシミュレート済み

③ 水中あるいは海水中へのオゾン導入方式（殺菌効果の導入）

　水産物養殖業

　多数の方式、アイデアが提案されている

誰に

どのように

誰が

何を

誰に

どのように

異分野連携による農水分野の開発課題：

コーデイネータの役割

● 異分野連携による開発に参加するメンバーについての

TRIAGE（特徴付け、選別）

● （市場/事業）～（特長ある製品、サービス）グリッド

（特長ある製品）～（技術）グリッド

2種のグリッド作製と数値評価（グリッド分析）

分析を通したロードマッピング
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